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短　報

ナガコガネグモArgiope bruennichiiフナムシLigia exoticaを摂食

久　保　田 f,r

Shin Kubota: Garden spider Argiope fed sea-slater Ligia

日本全土に分布するナガコガネグモArgiope bruen-

nichii (Scopoli)は垂直円網を張り獲物を捕らえる(千

国, 1989)c　今回,瀬戸臨海実験所研究棟1階の窓に網

(縦×幅:72×55cm)を張り,その脇に卵のう(最大

幅　20mm)をつくった1個体のナガコガネグモの雌

(体長: 25mm)が,研究棟付近にはほとんど出現しな

いフナムシLigia exotica Roux (久保田他, 1999)を摂

食したので希少例として報告する。

図1京都大学瀬戸臨海実験所研究棟1階の窓に張られ
たナガコガネグモの巣とその直下に食われて落
下したフナムシ(スケールは全長399mm)

図2　ナガコガネグモに摂食されたフナムシ

摂食目　　　　1999年9月3日(雌クモのかくれ帝の

上端から65cm降下した窓のさんの

上に1個体のフナムシの死体を10時半

頃に発見)

網を張った高さ　地面から170cmに長さ5cmのかく

れ帯があり,その上に雌クモが通常

待ち伏せする

フナムシノ

摂食の痕跡

その他

体長30mm

フナムシほ腹部右側に穴をあけられ歳

だけとなっていた。尾部にクモの糸が

からまっていた。

発見日より数日後に体長9mmの雄

が雌の網の直下に生息するのを確認。

この一週間後に雌雄のクモは移動し

たためか消失o
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